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令
和
六
年
度
は
、都
難
言
協
の
創
立
六

十
二
周
年
の
年
で
す
。私
は
今
年
度
の
会

長
職
を
仰
せ
つ
か
り
、歴
史
あ
る
沿
革
の

一
端
を
担
う
重
責
を
実
感
し
て
お
り
ま

す
。こ
れ
ま
で
尽
力
さ
れ
た
皆
様
の
功
績

に
敬
意
を
表
す
と
と
も
に
、こ
れ
か
ら
の

時
代
に
合
っ
た
変
革
に
も
対
応
し
な
が

ら
、本
会
の
円
滑
な
運
営
や
、会
員
の
皆

様
の
難
聴・言
語
障
害
教
育
の
専
門
性
の

維
持・向
上
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、東
京
都
教
育
振
興
基
本
計
画

「
東
京
ビ
ジ
ョ
ン（
第
五
次
）」に
よ
る
と
、

現
在
、特
別
支
援
教
育
を
受
け
る
児
童・

生
徒
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
特

に
、通
級
児
童・生
徒
数
は
、十
年
前
か
ら

約
三・
五
倍
に
増
え
た
こ
と
か
ら
、障
害

の
あ
る
児
童・生
徒
の
能
力
や
可
能
性
を

伸
ば
す
教
育
の
一
層
の
充
実
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、私
た
ち
が
果
た
す
べ

き
役
割
は
、東
京
都
特
別
支
援
教
育
推

進
計
画（
第
二
期
）に
基
づ
く
教
育
環
境

の
整
備
、障
害
の
状
態
等
に
応
じ
た
デ
ジ

タ
ル
を
活
用
し
た
教
育
活
動
の
推
進
、よ

り
多
く
の
教
員
の
障
害
へ
の
理
解
や
対

応
力
の
一
層
の
向
上
に
あ
る
と
考
え
ま

す
。中
で
も
、教
員
の
専
門
性
や
指
導
力

の
向
上
は
、全
国
的
に
喫
緊
の
課
題
で
す

が
、都
難
言
協
に
は
こ
れ
ま
で
築
き
上
げ

て
き
た
多
く
の
研
究
や
研
修
会
が
あ
り
ま

す
。今
年
度
も
こ
の
機
会
を
大
い
に
活
用

し
、こ
れ
ま
で
の
実
績
を
更
に
深
め
、目

の
前
の
児
童・生
徒
の
可
能
性
を
最
大
限

に
伸
ば
す
難
言
教
育
が
展
開
で
き
る
よ

う
、会
員
相
互
の
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。結

び
に
、東
京
都
教
育
委
員
会
を
は
じ

め
、関
係
の
皆
様
に
は
、引
き
続
き
都
難

言
協
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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主
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設
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介

二
面
　�

講
演
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三
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卒
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・
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者
の
声
　

四
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よ
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他

今年度、品川区立豊葉の杜学園前期課程（小学校）にきこえの教室
が新設されました。豊葉の杜学園は、品川区の小中一貫教育を行う義
務教育学校です。後期課程（中学校）にはすでに難聴学級が設置され
ており、この度、前期課程（小学校）にもきこえの教室が設置された
ことで、品川区内の学校に在籍する難聴の児童・生徒の通級指導を本
校で行うことになります。（現在、品川区には台場小学校にもきこえ
の教室がありますが、令和７年度末をもって閉級となり、本校への完
全移設となります。）通級してくる児童も保護者も私たちも楽しく笑
顔になる教室を目指していきます。

品川区立豊葉の杜学園　きこえの教室（前期課程）
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１　

発
達
性
読
み
書
き
障
害
と
は

発
達
性
読
み
書
き
障
害
と
は
文
字
を

読
ん
だ
り
書
い
た
り
す
る
こ
と
が
苦
手
な

障
害
の
こ
と
を
言
う
。デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
、

難
読
症
、読
み
書
き
障
害
な
ど
様
々
な
言

わ
れ
方
を
す
る
こ
と
が
あ
る
。

発
達
性
読
み
書
き
障
害
を
英
語
に
す

る
とDevelopm

ental Dyslexia

と
い
う
。

Developm
ental

に
は
後
天
性
の
も
の
で

は
な
く
、恐
ら
く
生
ま
れ
つ
き
で
あ
る
と

い
う
意
味
を
含
ん
で
い
る
。

Dyslexia

は
直
訳
す
る
と〝
読
み
障
害
〟

で
あ
る
が
、読
め
な
け
れ
ば
書
け
な
い
こ

と
が
多
い
こ
と
か
ら
発
達
性
読
み
書
き
障

害
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

発
達
性
読
み
書
き
障
害
は
、十
三
人
に

一
人
ぐ
ら
い
い
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、知

ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
。基
本
的
特

徴
は
文
字
の
音
韻
化
や
音
韻
に
対
す
る

文
字
の
想
起
に
お
け
る
正
確
性
や
流
暢

性
の
困
難
さ
で
あ
る
。

つ
ま
り
、読
み
間
違
え
る
、読
む
の
が

遅
い
、綴
り
を
思
い
出
せ
な
い
、綴
り
を
思

い
出
す
こ
と
が
遅
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

発
達
性
読
み
書
き
障
害
の
人
た
ち
は

机
の
前
で
静
か
に
困
っ
て
い
る
こ
と
が
多

い
た
め
、見
た
目
で
は
分
か
ら
ず
、努
力

不
足
と
言
わ
れ
が
ち
で
あ
る
。
ま
た
、Ａ

Ｄ
Ｈ
Ｄ
や
Ａ
Ｓ
Ｄ
等
と
併
存
す
る
こ
と
が

多
い
た
め
、行
動
特
徴
の
方
に
注
目
が
向

き
が
ち
で
あ
る
。日
本
で
は
発
達
性
読
み

書
き
障
害
に
対
応
で
き
る
先
生
や
施
設

は
非
常
に
少
な
い
。そ
の
た
め
義
務
教
育

の
中
で
難
言
教
員
は
一
番
初
め
に
出
会

う
支
援
者
で
あ
り
最
後
の
砦
で
も
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

２　

�

発
達
性
読
み
書
き
障
害
の�

�

二
次
的
障
害

・�

文
章
を
読
む
の
に
時
間
が
掛
か
っ
た

り
、
読
み
間
違
え
た
り
す
る
こ
と
で

起
こ
る
読
解
の
遅
延

・�

努
力
し
て
も
成
功
体
験
が
得
ら
れ

ず
、
自
信
が
な
く
な
る
こ
と
に
よ

る
、
学
習
意
欲
の
低
下

・�

本
な
ど
の
文
章
を
読
み
た
が
ら
ず
、

語
彙
や
知
識
の
拡
大
を
制
限
さ
れ
る

こ
と
で
起
こ
る
知
識
不
足

以
上
が
大
人
に
な
っ
て
も
続
く
こ
と

が
あ
る
。

３　

支
援
に
つ
い
て
の
Ｑ
＆
Ａ

・�

ど
ん
な
支
援
の
方
法
が
あ
る
か

振
り
仮
名
を
つ
け
た
り
、
読
み
上
げ

機
能
を
使
用
す
る
等
、
個
々
の
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
て
方
法
や
課
題
の
量
を
調
節

し
て
い
く
。

・�

本
人
が
配
慮
や
ツ
ー
ル
の
使
用
に
抵

抗
感
や
拒
否
が
あ
る
場
合

皆
と
同
じ
で
あ
り
た
い
と
い
う
気
持

ち
を
尊
重
し
つ
つ
、
保
護
者
と
担
当
者

だ
け
で
な
く
本
人
の
意
見
も
聞
き
な
が

ら
対
応
を
考
え
て
い
く
。

４　

支
援
者
が
で
き
る
こ
と

ま
ず
は
配
慮
や
勉
強
法
等
の
選
択
肢

を
提
案
す
る
。
次
に
本
人
が
で
き
る
こ
と

を
確
認
し
、で
き
る
こ
と
を
増
や
し
て
い

く
。で
き
る
こ
と
は
自
己
肯
定
感
の
基
盤

に
な
る
。

そ
し
て
本
人
と
特
性
に
つ
い
て
共
有
す

る
こ
と
。困
難
な
こ
と
を
理
解
す
る
と
い

う
こ
と
は
難
し
い
こ
と
で
あ
る
。こ
れ
ら

の
た
め
に
は
先
生
と
本
人
と
の
対
話
が
重

要
に
な
っ
て
く
る
。対
話
を
通
し
て
苦
手

な
こ
と
を
理
解
し
て
い
く
と
、本
人
か
ら

手
伝
っ
て
ほ
し
い
こ
と
を
よ
り
具
体
的
に

伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。そ
し
て
最
後
は

待
つ
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
何
が
困
難
で

あ
る
か
を
理
解
し
て
、で
き
る
こ
と
に
目

を
向
け
た
時
、初
め
て
肯
定
的
な
諦
め
が

で
き
、前
に
進
む
こ
と
が
で
き
る
。

５　

講
演
で
伝
え
た
い
こ
と

・�

読
み
や
書
き
が
苦
手
と
い
う
こ
と
は

共
感
さ
れ
に
く
い
た
め
、
発
達
性
読

み
書
き
障
害
の
方
は
、
日
常
生
活
の

中
で
緊
張
と
不
安
が
続
い
て
い
る
。

発
達
性
読
み
書
き
障
害
を
周
り
の
人

た
ち
が
知
ら
な
い
と
で
き
な
い
子
で

終
わ
っ
て
し
ま
う
。
で
き
な
い
こ
と

に
は
必
ず
理
由
が
あ
る
。
本
人
は
い

ず
れ
気
付
く
た
め
、
一
人
で
も
多
く

の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、
安
心
で
き

る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
大
切
。

・�

学
ぶ
こ
と
を
好
き
で
い
る
た
め
に

は
、
学
び
の
機
会
を
保
障
す
る
こ
と

が
重
要
。
目
の
前
の
漢
字
を
一
つ
覚

え
る
よ
り
も
知
的
好
奇
心
を
止
め
な

い
こ
と
の
方
が
将
来
に
つ
な
が
る
。

・�

ど
ん
な
道
に
進
ん
で
も
よ
い
の
だ
と

い
う
こ
と
を
伝
え
て
あ
げ
る
。
訓
練

は
大
切
だ
が
、
代
償
手
段
や
、
や
ら

な
く
て
い
い
選
択
が
あ
る
と
い
う
こ

と
を
伝
え
て
あ
げ
て
ほ
し
い
。

・�

当
事
者
自
身
が
特
性
を
説
明
で
き
、

周
囲
が
そ
れ
を
理
解
し
て
く
れ
る
世

の
中
を
皆
さ
ん
と
一
緒
に
作
り
た

い
。�

（
文
責　

本
間　

栞
）

講演会
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療
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定
義
・
原
因
仮
説

発
達
性
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
は

学
習
障
害
（
Ｌ
Ｄ
）
の
中
心
的

な
課
題
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

生
ま
れ
つ
き
大
脳
の
機
能
や
構

造
に
問
題
が
あ
り
、
読
み
書
き

の
正
確
性
や
流
暢
性
に
困
難
を

示
し
ま
す
。
練
習
を
十
分
行
っ

て
も
通
常
の
方
法
で
は
読
み
書

き
の
習
得
が
困
難
な
た
め
、
生

活
年
齢
や
知
的
能
力
に
見
合
っ

た
読
み
書
き
の
ス
キ
ル
を
獲
得

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

日
本
語
話
者
の
発
達
性
デ
ィ

ス
レ
ク
シ
ア
の
場
合
、「
音
韻
認

識
障
害
」「
自
動
化
障
害
」「
視

覚
認
知
障
害
」
の
三
つ
の
問
題

の
単
独
ま
た
は
複
合
で
あ
る
こ

と
が
多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
認
知
機
能
に
つ
い
て
、

適
切
に
評
価
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
す
。

評
価
法

発
達
性
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
を

検
出
す
る
た
め
に
は
、
①
全
般

的
知
能
を
検
討
す
る
、
②
読
み

書
き
の
到
達
度
を
評
価
し
て
、

全
般
的
知
能
や
生
活
年
齢
か
ら

推
定
さ
れ
る
読
み
書
き
の
到
達

度
よ
り
も
有
意
に
低
い
こ
と
を

確
認
す
る
、
③
読
み
書
き
の
習

得
に
関
与
す
る
認
知
機
能
（
前

項
の
三
つ
の
い
ず
れ
か
、
も
し
く

は
複
数
）
の
弱
さ
を
確
認
す
る
、

の
三
点
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
発

達
性
協
調
運
動
症
、
注
意
欠
陥

多
動
症
、
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症

お
よ
び
発
達
性
言
語
症
の
併
存

の
有
無
に
つ
い
て
も
確
認
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

指
導
・
支
援

指
導
に
お
い
て
は
、
①
良
好

な
認
知
機
能
を
活
用
し
た
指
導

を
導
入
す
る
、
②
自
分
に
合
っ

た
練
習
方
法
が
あ
る
こ
と
を
対

象
児
に
知
っ
て
も
ら
う
、
③
対
象

児
に
努
力
す
る
こ
と
の
楽
し
さ
を

再
認
識
し
て
も
ら
う
、
④
対
象

児
が
自
己
肯
定
感
を
持
て
る
よ

う
に
す
る
、
⑤
対
象
児
の
Ｑ
Ｏ

Ｌ
の
水
準
を
上
げ
、
望
ま
し
い
形

で
の
社
会
参
加
を
支
援
し
て
い

く
、
の
五
点
が
大
切
で
す
。

仮
名
（
ひ
ら
が
な
・
カ
タ
カ

ナ
）
の
読
み
書
き
に
つ
い
て
は
、

正
確
性
・
流
暢
性
共
に
百
％
の

習
得
を
目
指
し
ま
す
。
仮
名
の

読
み
書
き
が
十
分
習
得
で
き
た

ら
、
漢
字
の
音
読
練
習
か
ら
行

い
、
音
読
・
意
味
の
説
明
の
双
方

が
可
能
に
な
っ
た
漢
字
に
つ
い
て

書
字
練
習
を
行
い
ま
す
。
漢
字

の
音
読
練
習
と
、
漢
字
の
書
字

練
習
は
、
分
離
し
て
進
め
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。

学
校
生
活
の
質
を
低
下
さ
せ

な
い
た
め
の
支
援
と
し
て
「
合
理

的
配
慮
」
が
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
、
試
験
時
の
配
慮
と
し
て
、

読
め
な
い
漢
字
に
ル
ビ
を
振
る
、

問
題
文
を
読
み
上
げ
る
、
試
験

時
間
を
延
長
す
る
、
漢
字
で
書

か
れ
て
い
な
い
正
答
へ
の
対
応

（
ひ
ら
が
な
で
書
か
れ
て
い
て
も
、

正
答
な
ら
加
点
す
る
）
等
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

�

（
文
責　

藤
井　

暁
子
）

発
達
性
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
の評価

と
支
援

第１回
専門研究会

卒業生・保護者の声

〈卒業生〉
　難聴学級では、自分の難聴のこと、補聴
器のこと、日常生活のことを学び、学校生
活で不安なところを手伝ってもらいまし
た。受験では、面接の練習をしていただき、無事に合
格することができました。今までありがとうございま
した。高校生活も頑張ります。

〈保護者〉
　学校生活から受験までサポートいただき、大変感謝
しております。交流会などの体験、難聴の理解等、た
くさんのことを学ばせていただきました。難聴学級で学
んだことを今後の人生に生かしてほしいと思っていま
す。３年間のご指導ありがとうございました。

〈卒業生〉
　ぼくは２年生の終わりから卒業までことば
の教室に通っていました。教室では読み方、
書き方の練習をしていました。先生がゆっく
りやさしく教えてくれて、困ったことがあってもなんでも
話せました。ぼくの好きなスポーツの話も一緒にできて楽
しかったです。中学生になった今でもお世話になった先生
たちのことを忘れません。これからもがんばります。

〈保護者〉
　５年間、先生方には子供だけでなく、保護者の私も大変
お世話になりました。読み書きが苦手で、今後の進路に悩
んだ時も、親身になって相談に乗ってくださいました。困
った時に『助けてほしい』と、周りに言うことは恥ずかし
いことではない、ということ。子供と一緒に大事なことを
学ぶことができました。優しく、心に寄り添った指導をし
ていただいたこと、感謝の気持ちでいっぱいです。長い
間、成長を見守ってくださりありがとうございました。

中学校

難聴
小学校

言語発達
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事
務
局
よ
り

今
年
度
の
事
務
局
は
、
多
摩
北
ブ
ロ
ッ

ク
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
運
用
の
た
め
に
多
摩

東
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
一
名
、
多
摩
西
ブ
ロ
ッ

ク
か
ら
三
名
、
そ
し
て
次
期
事
務
局
の
城

南
ブ
ロ
ッ
ク
の
一
名
で
担
当
し
ま
す
。

日
々
の
通
級
指
導
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
研
究
活
動
が
円
滑
に
進
む
よ
う
努
力

い
た
し
ま
す
。
事
務
局
と
し
て
、
笑
顔
を

忘
れ
ず
に
そ
し
て
前
向
き
な
姿
勢
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ご
理
解
、
ご
協
力

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

都
難
言
協
会
報

代
表
者
　（
会
　
　
　
長
）吉
村
　
浩

責
任
者
　（
広
報
委
員
長
）佐
久
間
　
貴
広

発
行
日
　
令
和
六
年
七
月
一
日

発
行
数
　
六
三
〇
〇
部

印
　
刷
　
有
限
会
社
　
正
陽
印
刷

ご
多
用
の
中
、本
会
報
作
成
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

本
会
報
が
、難
言
教
育
に
関
わ
る
皆
様

の
情
報
共
有
や
、
日
々
の
教
育
活
動
に
対

す
る
一
層
の
ご
理
解
を
賜
る
機
会
と
な
り

ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

―
編
集
後
記
―

大会・学会・研究会などのお知らせ　＊最新の情報はＨＰ等でご確認ください。

第53回全国公立学校
難聴・言語障害教育研究協議会全国大会
第48回九州地区

難聴・言語障害教育研究会

沖縄大会
【大会主題】『これからの難聴・言語障害教育に期待さ

れるもの』
【副題】『子どものよさを生かす支援のあり方とは』
【日程】令和6年8月9日（金）・10日（土）
【会場】那覇文化芸術劇場　なはーと
【問い合わせ先】嘉手納町立嘉手納小学校
〒904-0203
沖縄県中頭郡嘉手納町嘉手納312番地
TEL：098-956-2264　FAX：098-957-1655
E-mail：ks-sensei16@educ.kadena.okinawa.jp

第57回日本語言語障害児教育研究大会
【日程】令和6年8月7日（水）12：20～17：30

令和6年8月8日（木）9：20～15：30
【会場】国立オリンピック記念青少年総合センター
【問い合わせ先】FAX：047-400-6337

日本版KABC-Ⅱベーシック講習会
【日程】令和6年９月28日（土）・29日（日）
【会場】林野会館
【問い合わせ先】E-mail：honbu-koushu@k-abc.jp

■
研
究
推
進
委
員
会

　
難
言
教
育
に
携
わ
る
教
員
の
専
門
知

識
や
指
導
技
術
の
向
上
を
目
指
し
、「
専

門
研
究
会
」「
基
礎
研
究
会
」「
課
題
別

研
究
会
」「
事
例
研
究
会
」「
ブ
ロ
ッ
ク
研

究
発
表
会
」
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
児

童
・
生
徒
の
た
め
に
、
充
実
し
た
研
修
・

研
究
が
実
施
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

■
調
査
・
対
策
委
員
会

　
指
導
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、

学
級
の
実
態
を
把
握
し
、
そ
の
時
に
生

じ
た
課
題
の
解
決
に
向
け
て
活
動
し
て

い
き
ま
す
。

・
基
本
調
査
の
集
計
、
結
果
の
報
告

・�

都
・
区
市
町
村
教
委
へ
の
「
提
案

書
」
作
成

・
都
教
委
と
の
意
見
交
換
会

・
関
係
団
体
と
の
合
同
研
究
会
記
録
等

■
広
報
委
員
会

　
関
係
各
位
及
び
会
員
の
皆
様
に
役
立

つ
、
様
々
な
情
報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

・
会
報
（
年
二
回
）
　
・
紀
要

・
継
走
電
話
連
絡
網
　
・
設
置
校
一
覧

　
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
お
気
付
き
の
点

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

　
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た

い
事
柄
の
相
談
も
、
お
受
け
し
て
い
ま

す
。

専

門

委

員

会
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